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『会長挨拶』 

一般社団法人岐阜県損害保険代理業協会   あぜち    まさはる 

会長 畦地 正治 
 

９月９日、関東に上陸した台風１５号は、中心付近の最大風速は約４０メー 

トル、最大瞬間風速は約６０メートルで、関東に上陸した台風では過去最強ク 

ラスだそうです。比較的コンパクトなため、荒天の期間は短かったもののその 

被害は、家屋の損壊や交通網の寸断だけでは済まず、大規模な停電が発生しま 

した。千葉県を中心に最大５０万戸以上に及んだ停電は復旧が遅れ、現在も、 

倒木により電線や電柱が損傷したほか、道路がふさがれて現場に近づけず、停 

電からの復旧を妨げています。いまだ台風１５号の影響が残っている地域の皆様、

１日も早く、安心出来る生活に戻れますことを心よりお祈り申し上げます。 

 

また、この厳しい状況の中で、我々の仲間である被災地の代理店の皆様は、事故

報告・相談で多忙を極め、自分の家や車が被災されていても、まずは契約者のためご尽力されていらっしゃ

ることと存じます。重ねてお見舞い申し上げます。 

こうした自然災害の場合、保険の有責・無責、いくら支払えるかなどは会社によってもかなりの違いがある

ようですが、水災被害は商品改定を重ねており、今、もう一度約款の確認が必要かと思われます。 

 

そして私が人生で一番怖い台風と思ったのは昭和３４年９月２６日の伊勢湾台風でした。６０年前の家屋

などはほとんどが木造で、今では考えられない脆弱さでしたので、子供の私はそう思ったのかも知れません

が、２６日昼過ぎからだんだんと雨が降り出し、大雨となり、その雨は夜になってさらに激しさを増して、

横殴りにたたきつけるような豪雨となっていきました。夜半には急に風が強くなり、ぐーっと吹き付けたり、

すっと弱まったりと風が呼吸するような様子を初めて体験し、子供ながらにひどく長い時間に感じました。

伊勢湾台風は東海地方に住んでいる高齢者にとっては忘れたくても忘れられない記憶です。 

 

そんな伊勢湾台風の襲来から６０年の節目に当たる本年ですが、岐阜県ではその被害の記憶や得られた教

訓を次世代に継承し、県民の風水害に対する意識と備えを高めていくことを目的として県内各地でパネル展

を開催しています。（岐阜県公式 HP 伊勢湾台風６０年事業 参照） 岐阜県代協と同じく岐阜、西濃、中濃、

東濃、飛騨の５地域で実施されていますので、あの時何があったのか、どう行動したのか、何が生死を分け

たのか。多くの経験談を集め、その記憶と教訓を次の時代へとつなぎ、伊勢湾台風から６０年、次世代につ

なぐ防災・減災を考えるためにも一度足を運ばれてはいかがでしょうか。 

 

さて、節目といえば岐阜県代協も次年度に創立７０周年を迎えます。現在、創立７０周年記念事業実行委

員会を立ち上げ、皆様のお意見を伺いながら協議をかさねておりますが、記録を残すより、記憶に残るよう

な創立７０周年記念事業にできたらとも考えております。会員の皆様の中で、ご意見、ご希望がございまし

たら私、もしくは岐阜県代協事務局までご連絡をいただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

１ｐ・・会長挨拶／目次            ８ｐ・・中さんの保険諸国慢遊記（161）  ① 
２ｐ・・スケジュール             ９ｐ・・   保険ジャーナリスト    ② 
３ｐ・・支部活動報告➀           １０ｐ・・         中﨑章夫   ③ 
４ｐ・・支部活動報告②           １１ｐ・・『街道シリーズ』（飛騨街道 33） 松尾 一 
５ｐ・・支部活動報告③／委員会報告①    １２ｐ・・提携事業者広告掲載① 
６ｐ・・会員投稿              １３ｐ・・提携事業者広告掲載② 
７ｐ・・代理店紹介                   １４ｐ・・提携事業者広告掲載③ 
                                       １５ｐ・・委員会報告② 
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★『２０１９年度 秋のセミナー』開催のご案内 ★ 

２０１９年１０月１０日（木）１３：３０～（開場受付１３：００） 
可児市文化創造センター １Ｆ 小劇場「虹のホ－ル」（可児市下恵土 3433-139）にて 
秋のセミナーを開催いたします。たくさんの皆様の参加をお待ちしております。 
 

 
第１部   保険募集を行う上での注意点等 

         講 師 ： 財務省東海財務局 理財部金融監督第四課 保険監督室 室長  
水谷 敦 氏  

第２部   サイバ－犯罪の脅威の現状と対策 
         講 師 ： 岐阜県警察本部 サイバ－犯罪対策課 警部補 髙橋 功騎 氏 

第３部   今必要なセキュリティ対策 
         講 師 ：トレンドマイクロ（株） 西日本営業部 西日本第１営業グル－プ 

井戸口 英明 氏  
岐阜県代協事務局  

TEL ： ０５８－３２９－００５０  
FAX ： ０５８－３２９－００４０ 
Ｅメールアドレス ： gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp   （担当：小川百合子） 

 

 

～ ス ケ ジ ュ ー ル ～ 

 

 

 

 

 

 

 

日付 主催 行事・議題・内容など 開催場所 

９ ２０ 金 ＣＳＲ 無保険車追放キャンペーン 

岐阜支部（ ８：００～） 

西濃支部（１７：３０～） 

中濃支部（ ８：５０～） 

 

JR岐阜駅北口 

JR大垣駅北口 

中日本自動車短期大学 

 ２０ 金 教育 委員会（１１：３０～） 県代協事務局 

 ２６ 木 岐阜 救急救命講習（10：20～）、昼食会（11：30～） 羽島市防災ステーション・魚勝 

１０ １ 火 岐阜 役員会（１２：００～） 岐阜県図書館 レストラン杏 

 ２ 水 西濃 例会（１１：３０～） 大垣 五右衛門 

 ７ 月 CSR 盗難の日キャンペーン JR岐阜駅北口 

 ８ 火 中濃 例会（１０：３０～） 加茂野交流センター  

 ８ 火 飛騨 例会（１１：３０～） ひだホテルプラ来来飯店 

 １０ 木 県代協 『秋のセミナー』 可児文化創造センター 

 １０ 木 東濃 例会（１１：３０～） 可児文化創造センター 

 １６ 水 ゴルフ同好会 第３５回ゴルフコンペ グリーンヒル関ゴルフ倶楽部 

 １８ 金 東海ブロック 東海、北陸合同ブロック会議 石川県 山代温泉 

 ２７ 日 CSR 「長良川を美しくしよう」（ ６：３０～） 長良川河畔 

 ２８ 月 県代協 三役会 グランヴェール岐山 

 ２８ 月 県代協 岐阜損保会意見交換会 グランヴェール岐山 

１１ １ 金 日本代協 コンベンション グランドニッコー東京台場他 

 １８ 月 企画環境 提携事業者交流会 グランヴェール岐山 

 ２０ 水 CSR 消費者団体情報交換会 OKBふれあい会館 

１２ ３ 火 県代協 理事会（１３：３０～） 瑞穂市総合センター（予定） 

スケジュール/事務局より 
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【岐阜支部活動報告】 

〇岐阜支部９月役員会開催報告 

開催日時 ： ２０１９年 ９月 ５日（木）１２：００～  開催場所 ： 岐阜県図書館  

参加者数 ： １０/１６名                 報告者名 ： 棚橋 健久 

≪内容≫ 

・第２回合同ブロック会  救急救命講習及びランチ会について 

日  時  ：  ２０１９年  ９月２６日(木)    

１０：００（受付） 

          １０：２０ ～（救急救命講習） 

          １１：３０ ～（ランチ会） 

場  所 ： 救命講習・・羽島市防災ステーション  

（羽島市下中町石田 701） 

        ランチ会・・魚勝  

（羽島市桑原町八神 1799 ） 

先着３０名の出席とし、救命講習のみのご出席は可、ランチ会のみの出席は不可とする。 

   ※次回役員会 １０月 １日（火）１２：００～ 岐阜県図書館 レストラン杏 

【西濃支部活動報告】 

 〇西濃支部９月例会報告 

開催日時 ： ２０１９年 ９月 ４日（水）１１：３０～  開催場所 ： 大垣「五右衛門」 

参加者数  ： １９名（会員１８名、賛助会員１名）      報告者名 ： 中河 美智彦 

 

≪議題≫ 

①連絡事項 

・新入会員紹介 ・・代理店名 ＬＩＮＫＳ 代表 中村 傑様 （９月入会） 

・（株）ＪＣＭ 川畑氏より 買取査定キャンペーン（7/1～9/30）について 

②委員会報告 

 ・企画環境・・11/18(月）提携事業者交流会開催、参加依頼 

・教育・・10/10『秋のセミナー』参加のお願い ２０名（大垣市総合体育館 12：00 集合出発） 

日本代協アカデミー登録お願い 

・広報機関誌・・ＨＰ更新についての要望提出のお願い、１０月のラジオＣＭ協力のお願い 

・ＣＳＲ・・9/20 無保険車追放キャンペーン  ＪＲ大垣駅北口 １７：３０～ 

・組織・・仲間づくりキャンペーン（入会金免除）協力のお願い（７月より奇数月開催） 

「ＬＩＮＫＳ」様 ９月新入会 

③県代協より 

 ・9/26 全日本高速道路レッカー事業協同組合研修会見学参加のお願い 

・10/18～19 東海北陸Ｂ合同会議参加者について （株）ＭＳＧ保険サービス 永井 氏 参加） 

・11/1～2 日本代協コンベンション参加者について （株）ＭＳＧ保険サービス 河村 氏 参加） 

④その他報告/連絡事項 

・11/22 西濃支部セミナー及び懇親会について  

１７：００～２０：００(予定) 

大垣駅前『クインテッサホテル大垣』にて 

講師 ： 岐阜県代協提携弁護士 渡辺 智也 氏 

  ※次回例会 １０月 ２日（水）１１：３０～ 大垣「五右衛門」にて 

 

支支部部活活動動報報告告 
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【中濃支部活動報告】 

〇中濃支部 9 月例会報告 

開催日時 ： ２０１９年 ９月１０日（火）１０：３０～ 

開催場所 ： 加茂野交流センターあまちの森 ２F 学習室１ 

参加者数 ： １０名 会員８名、賛助会員 ２名（ファブリカ・JCM） 

報告者名 ： 丸野 博文 

≪内容≫ 

 ①連絡事項 

・（株）ファブリカコミュニケーションズ、（株）ＪＣＭよりキャンペーン説明 

  ・11 月 1~2 日 日本代協コンベンションの件 

 ・10/10 のセミナー参加の件 

 ・国民年金基金加入希望者紹介の件 

 ②委員会報告 

   組織・・なかまづくりについて 

   CSR・・9 月 20 日 無保険車追放キャンペーン 

   広報機関誌・・ID カードについて（日本損害保険協会にて作成、県については保留） 

          ラジオ CM 出演者について 

          2 月トータルプランナーの中日新聞掲載について 

   教育・・秋のセミナーについて 

 ③その他 

  ・中濃支部の例会について場所を変えてはとの意見があり、たとえば郡上方面で行う等。 

  ・中濃支部例会の議事録を作成し支部会員に送るようにする案が出て、今後の課題にしたい。 

  ・8 月 24 日（土）郷部（ごぶ）にて BBQ を開催し会員、保険会社合わせて 20 名の参加を 

   いただきました。有難うございました。 

    ※次回例会１０月 ８日（火）１０：３０～ 加茂野交流センターあまちの森 にて 

           

【東濃支部活動報告】 

 〇東濃支部９月研修会、例会、懇親会報告 

開催日時 ： ２０１９年 ９月１３日（金）１４：００～ 

開催場所 ： クアリゾート湯舟沢 

参加者数 ： １４名  

報告者名 ： 小倉 治実 

≪内容≫ 

① 研修会 

研修内容 ： 「高齢者に多い事故」 

講師 ： 中津川警察署 警部 ２名 

      詐欺事故は事例などのＤＶＤの視聴と注意点を・交通事故は事故発生状況等の集計より資料 

を元に講和を受け、大変、勉強となりました。 

① 例会 

  ・理事会報告・・秋のセミナー参加要望他 

・委員会報告  

・広報 ラジオＣＭについて 

・教育 日本アカデミー 料金等変更について 

    ・企画環境 提携事業者交流会 １１月１８日（月）開催予定 

    ・教育・・秋のセミナー 可児市のアーラにて  

３０名の参加要請、駐車場案内係がありますのでお願いいたします。 

  ※次回例会 １０月１０日（木） １１：３０ ～ 可児アーラ内「カテリーナアーラ」にて 
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【飛騨支部活動報告】 

○飛騨支部９月例会開催報告 

開催日時 ： ２０１９年 ９月１０日（火）１１：３０～ 

開催場所 ： ひだホテルプラザ 来来飯店          報告者名 ： 熊崎 慎吾 

≪内容≫ 

①連絡事項 

・岐阜県代協「秋のセミナー」参加のお願い 

・第９回 日本代協コンベンション参加について 

・岐阜県代協 ２０２０年度役員改選について 

・飛騨支部役員忘年会開催日・・・１１月２９日（金） 

②委員会報告 

  ・企画環境・・・提携業者交流会について案内、注意喚起文章について 

・教育・・県代協「秋のセミナー」参加者依頼 

・組織・・仲間づくりキャンペーン 

・CSR・・消費者団体情報交換会開催について 

・広報・・ラジオ CM の報告及び原稿確認、損害保険トータルプランナーの中日新聞掲載について 

③その他 

 ・飛騨支部来年度役員改選について 

  ※次回例会 １０月８日（火）１１：３０～  ひだホテルプラザ 来来飯店にて 

 

                                               

 

 

 

 

【ＣＳＲ委員会報告】 

○『第３回 長良川を美しくしよう運動』参加のご案内  

●日   時  ：  ２０１９年１０月２７日（日）６：３０～ 

（当日の朝より岐阜市役所ホームページにて 開催有無の確認可） 

●場   所   ：  長良川河畔 

●集合場所  ：  インラインスケート場 駐車場 

今年度、最後となる長良橋北詰右岸の清掃ボランティアに参加 

いたします。 

岐阜県のシンボル清流長良川を、鵜飼シーズン終了に合わせて、 

きれいにしませんか。多くの会員のご参加をお待ちしています。 

 

※いずれも小雨決行です。 ご参加いただけます方は、県代協 

事務局までご連絡ください。 

                 

〇無保険車追放キャンペーンを９月２０日（金）岐阜支部 ＪＲ岐阜駅前、西濃支部 ＪＲ大垣駅北口、

中濃支部 中日本自動車短大 校門前にて実施いたしました。 

ご協力いただきました会員の皆様、理事役員、ＣＳＲ委員の皆様ありがとうございました。 

次月号で詳細報告いたします。 

  

                               （ＣＳＲ委員会  礒谷 宏） 

委員会報告 
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会員投稿記事 

 

9月某日に東濃支部の研修会がありましたので参加してきました。 

今回は、中津川警察署生活安全課と交通安全課より二人の講師を迎えての講演でした。 

内容は高齢者が被害にあいやすいニセ電話詐欺の実態と、岐阜県下での交通事故発生状況及び高齢者に

多い事故について等、とても参考になる内容でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義の中で印象に残った内容は岐阜県下での人身事故は年々減少傾向にあるそうで、昨年のデータと比

較すると、8月末時点で－586件とかなり減っているみたいですが、死亡事故については 8月末で＋2件と増え

ているそうです。 

死亡交通事故の特徴として、高齢者の死者が 7割、高齢運転者の事故が 4割弱、歩行中・自転車乗車中の事

故が約 5割というデータが出ているそうです。 

データを見てもやはり高齢者の事故が増えているみたいですので、私のお客様にも今回いただいたデータをも

とに注意喚起していきたいと思います。 

 

研修会の後は懇親会と二次会のカラオケからの卓球大会で大変盛り上がりました。 

毎年この流れですが来年も楽しみです。 

                                                      （投稿者 虎澤 省吾） 
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西濃支部 LINKS 
 

＜代理店名＞ 

LINKS 

 

＜所在地＞ 

〒503-2201 

   岐阜県大垣市草道島町 84-3 

Tel ：050-5328-6694 

Fax：050-6865-3582 

E-mail：s-nakamura@links-with.biz 

 

＜代表者＞ 

中村 傑 

 

＜スタッフ＞ 

１名 

 

＜取扱保険会社＞ 

損保 東京海上日動火災保険㈱     計 1 社 

  生保 東京海上日動あんしん生命保険  計 1 社 

 

＜略歴＞ 

平成 24 年 4 月 東京海上日動火災保険㈱ 代理店研修生として入社 

 平成 27 年 6 月 代理店 LINKS として独立開業 

 

＜事務所の環境＞ 

赤坂スポーツ公園西側、アクセスし易い立地です。 

  

＜経営方針＞ 

「お客様との関係構築に重点を置いた営業を心掛けています。」 
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中さんの保険諸国漫遊記（１６１） 

保険ジャーナリスト 中﨑 章夫 

明日の代理店経営に必須な若年層対策、ＧＢＥＲ（ジーバー）のヒント 

  

◇軽井沢コテージでの家族合流 

 このところ毎年９月上旬は家族で軽井沢方面で過ごすスタイルをとっている。４年前に長男のところに子

どもができた際に、ゼロ歳児連れで泊まれる宿泊施設を探していたら、ザ・プリンス・ヴィラ軽井沢の温泉

付きメゾネット（２階建て）タイプのコテージを見つけ、ここなら何の気兼ねもなく、大勢で利用できると

決めたのだった。以来今回で４回目、孫も３歳半となった。 

また９月に入ると、７～８月の夏のハイシーズンの料金が大幅に割り引かれるのも決め手となった。長男、

次男の家族、そして娘と合わせて９人が全員集合して２泊３日滞在する。昨年は嬬恋高原、今年は万座温泉

で前泊してからの軽井沢入りとなったが、途中、直売所で新鮮な嬬恋高原産のキャベツやトウモロコシ、ト

マト、万願寺唐辛子など、中軽井沢の老舗の佐藤肉店でステーキや焼肉用の信州牛などを仕入れ、コテージ

で料理して皆で食べるのが楽しい。自転車は借りられるほか、構内移動には自動車やカートなどのサービス

が利用できる。ゴルフ場、ショッピングプラザ（アウトレット）や飲食街、ボーリング場をはじめスキー場、

テニスコートなどのレジャー施設等と隣接し、広大で整備された森の中で、早朝ジョギングなどをして、過

ごすのは快適だ。また２０棟のコテージ宿泊者専用のセンターハウステラスでは朝昼晩と、シェフによる軽

飲食メニューが用意され、温泉＆スパ施設もある。来年もまた利用するのが楽しみだ。 

  

◇若年層世代ほど保険の専門家を欲している!？ 

 デジタル革新が進む中で、保険に対する今後の顧客・消費者の意識、購

買行動はどう変わっていくのだろうか。 

 最近聞いた話（損保会社による消費者調査）では、今後、すでに加入し

ている生損保契約の見直しや新たな保険への加入時に、生損保に精通し相

談できる保険の専門家がいたなら、相談したいか、また家族や友人などか

ら勧められたら相談したいか、といった消費者調査では、２０代、３０代

の若年層世代ほど保険の専門家への相談意向が高い傾向を示していること

がわかったとのことで、年齢が高くなるほど逆にその割合が減少してくるとのことだった。 

 生損保のネット販売をメインとしている代理店経営者に聞いても、ネットでの保険加入者は、当然価格に

関心が高いと思っていたが、加入者調査してみると、保険のことをもっとちゃんと教えてほしい、というこ

とが上位に来ていたので、保険の理解に努める方向に切り替えた、という。 

  

◇「デジタルネイティブ」が求める親身の相談 

 スマホライフを満喫している若い世代は、「デジタルネイティブ」ともいわれ、利便性や快適性に価値を

見出し、手間暇かけず合理的に判断して行動すると思われてきたことと合わせて考えるとこの一見矛盾した

結果をどのように理解したらよいのだろうか。 

 ここに、これからの代理店経営のヒントがある。誰でも簡単な日用品（コモディティ）の機能性商品の購

入だったなら、自らで選択購入するのだが、目に見えない保険商品については、適切な付け方かどうか、専

門家のアドバイスを必要とする。スマホなどで保険商品などの保険情報を獲得することはできたとしても、

それが自らのリスクと合わせて適切かどうか、のチェックをだれが受け持つのか、また、だれがリスクデー

タを継続的に管理しアドバイスをしてくれるのだろうか。 

 ＡＩなどの活用も当然進んでいく時代になることは当然だが、顧客が求めるものは、デジタル活用による

快適さや利便さに加えて、親身になって相談に乗ってくれ、適切なアドバイスをしてくれるという予想外の

サービス対応への感動や保険の専門家への信頼や感動、共感といった要因が今後より大きくなってくるので

はないか。 
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 ◇代理店は若年層アプローチが苦手？ 

 こうした若年層の顧客は人生経験の少なさや的確なアドバイスを受ける機会に必ずしも恵まれていない。

保険代理店経営においてもこうした若年層顧客をうまく取り込めていないというのが実情である。むしろ合

理的でコスト選考意識が高いと称される若年層世代に対し苦手意識を有する代理店経営者が多いのが実情

だろう。というのも代理店経営者は戸籍年齢でいうと、５０代、６０代層が圧倒的で、中心顧客層もそのプ

ラスマイナス１０歳というのが実情だからだ。 

  

◇若年層対策は必須 

 明日の代理店経営を目指すなら、組織構成メンバーに年代層の偏りを作ってはならない。法人顧客を増や

すという活路もあろうが、個人顧客層は景気変動の影響を受けにくいため、安定的な経営基盤づくりには欠

かせない。むしろ個人顧客の家族・世帯の継続管理、生損保一体管理による、取引単価の引き上げこそが重

要になる。 

 若年層対策には、スタッフにも若年世代を獲得し、切れ目ない年代構成を構築する必要がある。現在若年

層と言われる顧客も今後１０年、２０年のうちに中心顧客層になってゆくからで、顧客層の高齢化は先行き

じり貧とならざるを得ないからだ。 

  

◇元気な高齢者就労支援アプリＧＢＥＲ（ジーバー）の挑戦 

 高齢者の働き方にも変化の兆しがある。過日ＮＨＫの夕方のテレビを観ていたら、ＧＢＥＲ（ジーバー）

なる、クラウドやＡＩを活用した元気な高齢者のマッチングサービスによる地域支援プラットフォーム（ウ

ェブアプリ）の取り組みが紹介されていて、それぞれの興味に沿った仕事を紹介し、大勢で仕事をシェアす

るのを手助けするのが狙いだ。これまでシニア層に斡旋される仕事は非常に高度な技能を持つトップレベル

の人材向けか、シルバー人材センターで紹介するロースキルな業務（個人単位でかつ軽作業に限定）しかな

かったため、何百万人ものアクティブシニア、特にホワイトカラーの退職者たちの才能は生かされて来なか

った。 

 そのデジタル社会化を活かした斬新な発想の転換に魅かれ、思わず見入ってしまった。番組では、ＧＢＥ

Ｒが千葉県柏市の一般社団法人セカンドライフファクトリー（ＳＬＦ）とともに元気高齢者の地域就労サポ

ート（ジョブマッチングから職業訓練、就労まで一体でグループ就労支援）を行っており、剪定などの仕事

を住民や施設から請け負うのに使われるなど、なくてはならないツールになっている。 

  

◇仕事半分、遊びと趣味半分 

 また参加するほとんどのメンバーはガーデニングの経験がないホワイトカラー出身の退職者で、民家での

剪定技術の講習などを通じ、スキルアップを図るほか、生活のためというよりも、健康のため、友達作りの

ためとか新しいことに挑戦したいとか、社会参加の一つの手段として就労をとらえている。 

「仕事半分、遊びと趣味が半分」と仕事やそのあと皆で酒の酌み交わし交流するのを楽しみに捉えている参

加者の姿が印象的だった。 

  

◇ＧＢＥＲ（ジーバー）とは？ 

 ＧＢＥＲ（ジーバー）とは、地域の移動のニーズと人を乗せることのできる車とのマッチングを行うライ

ドシェアサービスのＵＢＥＲ（ウーバー）と、仕事、ボランティア、趣味や生涯学習などのあらゆる地域活

動に参加したい元気な高齢者（ジジババ）を重ね合わせたような言葉だが、”Gathering Brisk Erderly in the 

Region”（「地域の元気な高齢者を集める』の意味）の頭文字に由来している。http://gber.jp/ 

 このＧＢＥＲを研究開発したのは、先端科学技術研究センターの桧山敦講師（工学）が担当する東京大学

「高齢者クラウド」プロジェクトだが、少数の若者が多数の高齢者を支える逆ピラミッドの人口構成モデル

をひっくり返し、多数の高齢者が社会参加し若者を支える未来社会の姿にするような発想の転換が必要だと

し、それには人口減少下での高齢化による人手不足、元気高齢者の生きがいと健康維持のため、高齢者が就

労できる環境づくりが求められている、としている。 

 従来の雇用概念では、時間、体力などの問題から高齢者を労働力として考えることが非現実的なものだっ

たが、高齢者にとって無理のない働き方として、「モザイク型就労」を提唱しているのが肝だ。 

http://gber.jp/
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 ◇「モザイク型就労」の提唱 

 モザイク型就労とは、就労条件をスキル、時間（カレンダー）、場所（ロケーション）の３つに分け、そ

れらを組み合わせ、合成することで、バーチャルに一人分の労働力（仮想労働者）として提供する仕組みで、

ＧＢＥＲでは、それらの情報を抽出し、ジョブマッチングを実現している。すなわち、スキル、カレンダー、

ロケーションベースマッチング機能に加え、グループウエア機能、掲示板＆メッセージ機能等を有し、多く

の高齢者が分担して、今まで一人のフルタイム従業員が担ってきた仕事をこなすことができる仕組みづくり

だ。 

  

◇オープンで活発な地域コミュニティの創成 

 高齢者の社会参加の壁をいかに取り除くか、セカンドライフにおいて、趣味仲間やコミュニティへの所属

は大きな課題としてあった。コミュニティや地域のイベント情報は検索できる形で情報化されていることは

少なく、自分にあった活動や組織を見つけることが難しいという問題があったが、ＧＢＥＲではそれらの情

報を電子化し簡単に検索できるように整理することで、コミュニティ単位のプロジェクトの管理（カレンダ

ー形式でいつ、誰が仕事に参加できるかが一覧でき、２か月先まで予定が立てられるのが便利）をワン・ス

トップでできるアプリの開発とオープンで活発な地域コミュニティの創成を目指している。 

  

◇ＧＢＥＲ活用で広がるネットワーク 

 すでにアプリ開発から２年間で２３００人の就労機会を作り

出した柏市以外にも熊本や山梨など他の地域でもこのアプリの

導入検討が始まっているほか保育士のアシスタント業務や農業

などの短時間労働を提供するグループなど、活用分野の広がり

を見せている。このアプリは今後機能拡張させ、個人の好みや

経験データに基づいて興味の持てそうな仕事を勧めるようなサ

ービスの提供も検討しているという。 

  

◇保険代理店業界の活路開拓に活用も 

 デジタル社会化をテコに、元気な高齢者への就労機会創出や新たなコミュニティづくりのアプリ開発など

面白いネットワークづくりが出てきた。 

 高齢化問題に直面する保険代理店業界でも、そろそろ旧来型の枠組みの延長線でしかない安易な効率化・

大型化・吸収合併信仰の呪縛から解き放たれ、個々の代理店の個性、特性、専門性、責任感、独自性と社会

性を活かし、発想を転換した斬新な取り組みが求められているが、こうしたＧＢＥＲのアイデアのようなも

のが、コンパクト代理店間の水平型分業、新たなネットワーク型連携推進での検討課題になってきていると

思うが、いかがだろうか。 

 

（保険ジャーナリスト、inswatch編集人） 
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『街道シリーズ』（飛騨街道その 33） 

                                         松尾 一 

         猪谷から庵谷へ 

 

 越中西街道（飛騨街道西道）は猪谷口留番所跡を離れ、神通川にそって進みます。 

 この街道は「売薬さん」といわれる越中富山の薬売りが通った道でもあります。猪谷口留番所の記録によ

れば、薬売りたちはこの関所を通り、大垣、加納、名古屋、桑名、浜松方面に向かっていきました。 

 富山藩二代藩主前田正甫（まさとし）が、江戸城中で、ある大名が急病になったおりに、富山の薬を与え

たところ治ったところから、以来有名になっていったといいます。 

 そんなエピソードはさておき、薬売りたちは薩摩から東北まで代理店を置かずに、直接、富山から各地に

出向いて各家庭に販売していました。それも「先用後利」といって、薬を入れた薬箱を家庭に置いてもらい、

服用した分だけ薬代を支払って貰うという信用販売をしていたのです。さらには得意先には、他国の情報を

与えたり、縁談を持っていったりしていました。手土産には武者絵や風景が刷られた版画を持っていきまし

た。明治以後は、紙風船となりましたが、これは子供たちの人気となっていました。 

 さらに富山の薬売りは、蝦夷の昆布を薩摩藩に販売して、見返りに薩摩藩から琉球経由で運ばれた中国の

薬種を購入していた、つまりバーター取引をしていました。幕府の決まりでは海外と貿易する場所は長崎・

出島となっていたのですが……。 

 そうそう、病人と言えば、旅先で病気になると大変です。江戸時代は、旅の途中で路銀（旅費）を使い果

たしてしまった病人は、旅先から手形に書いてある住居地（国元）まで、宿場送り、村送りという制度で、

村から村へリレー式で搬送されていました。例えば下

村（恵那市上矢作町）の喜兵衛の母すぎが、西国二十

八番札所成相寺の近く千歳峠（京都府宮津市）で足を

痛めてしまったとき、村役人から宮津藩に願い出て、

下村まで搬送されています。  

 このような例は全国的にあったようで、例えば猪谷

口留番所にも、村送りで病人が通過した記録がありま

した。きっと、飛騨、越中と国境を越えて病人たちが

往来したことでしょう。搬送費用はもとより宿泊費、

医療費は無料でした。これらの経費はリレーしていっ

た村々が負担していましたが、それは現在にみられる

四国巡礼の「お接待」のような気持ちで村人たちが対

応したことでしょう。                       「旧飛騨街道」の碑 

 さて、越中西街道（飛騨街道西道）は、猪谷からかつて銀山があった片掛から国道 41 号を離れ、小菅峠

を越え庵谷にある日枝神社に向かいますが、この間は現在では交通困難となっています。ところどころに「旧

飛騨街道」と刻まれた碑で偲ぶばかりです。道が消えたのは、明治以後、荷馬車を通すため東に大きく迂回

した庵谷峠を通るルートが開削されたことにもよります。ちなみに小菅峠の真ん下に高山本線と国道 41 号

のトンネルが通っています。ここでも江戸時代から現代までの道の遍歴を知ることができます。 

 ちなみに小菅峠は、飛騨と越中の文化の分岐点だと言われています。どんな文化でしょうか。少し追求し

たく思ってしまいます。それはともかく、越中西街道（飛騨街道西道）は庵谷に着きます。  

 
                                          (まつお・いち) ライフワークは地域史(近世交通史)。 

                            著書は『岐阜地理・地名・地図の謎』(監修・実業之日本社)、『みのひだ雑学』(岐阜新聞社)など。 
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いつもお世話になっております。有限会社 イブカ です。 
 
※ 3 6 5 日 2 4 時 間 レ ッ カ ー サ ー ビ ス 

 
どんな事故でも対応致します！ 

 
 
 
 
 
 
 

 ※ 3 6 5 日 2 4 時 間 レ ン タ カ ー 現 場 配 送 サ ー ビ ス 
         レッカーサービスと同じように御用命下さい。 

      フリーダイヤル 0120-495-039    携帯電話 090-3309-2925 
       岐阜本社 岐阜市柳津町南塚 4 丁目 249   TEL 058-388-5678  FAX 058-388-5679 

岐阜本荘営業所   岐阜市敷島町 ９丁目 1-1 

岐阜羽島営業所   羽島市足近町 ３丁目 634-1 

岐阜本社工場   羽島郡笠松町門間 726-1  
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＜ 今月の復旧事例 ＞   

 

 

 

 

＜ 場所 ＞ 東濃 地域         

 

 

 

  

 

  

  

岐阜県損害保険代理業協会 提携会社 

一級建築士在籍の  ホームステップ (株)イケダ 

  ０５８－２７１－６７８８（２４時間即日対応） 

 

 

★☆★ ディーラーの査定とは違い、実際の中古車取引相場で査定します。 

車によっては、年式・キョリに関係なく需要があり、大きく金額に差が出ます！ ★☆★ 

【 お客様のこんなときにご利用ください！】   

●車の乗替を検討 ：下取り額が納得できない。下取り額は妥当なの？      

⇒ 「ディーラー下取りと比較してみてください！」 

●売却だけ検討 ：どこに売れば？ 高くて信頼できる会社に売りたい！  

⇒ 「賛助会員のＪＣＭにお任せ下さい！」 

●ディ－ラーでは値が付かない・・ ：引取費用が掛かると言われた。 

⇒ 「古い車や事故車でもまずはご相談ください！」 

【岐阜県損害保険代理業協会 賛助会員のＪＣＭなら安心満足！下取りよりもお得】 

・宣伝・店舗等運営コストを抑えて買取り価格に還元、高価買取りを致します。                     

・無料出張査定で手間や費用発生の心配がありません。ご指定場所まで訪問します。                          

・中古自動車認定査定士（当社社員）が査定にお伺いし、対応いたします。               

・売却を急かしたりせずお客様のご都合・代替のタイミングに合わせて対応します。             

・車両代金は現金決済も可能、名義変更手続きも無料で確実に行います。 

■■   株式会社ＪＣＭ名古屋支店   ★担当 村瀬・山本 まで   ■■ 

TEL:052-561-8899 ／ FAX：052-561-8893    HP：http://www.jcmnet.co.jp/daikyo/  

情報ツールとして 【クルマの下取り・買取りサービス 】をご活用ください！ 

 

施工後 

施工前 

ゆるいｶｰﾌﾞの道で、ハンドル操作ミスにより、倉庫
と隣の事務所に車がぶつかりました。 

同土間にオイルシミが出来、クリーニング対応しま
した。 
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【組織委員会より】 

新入会員 報告 

 西濃支部 ： ＬＩＮＫＳ   代申 東京海上日動火災保険（株） 

            店主 中村 傑 様 

               〒503-2201 岐阜県大垣市草道島町 84-3 

                   TEL 050-5328-6694 

                   FAX 050-6865-3582 

      （２０１９年 ９月 １日入会）  紹介者 （株）ＳＯＧＯ 小林 一嗣 様 

 

中濃支部 ： (有)カジコーポレーション   代申 損害保険ジャパン日本興亜（株） 

            店主 梶 寛希 様 

               〒509-0207 岐阜県可児市今渡大門先 837-13 

                   TEL 0574-60-1633 

                   FAX 0574-60-1632 

      （２０１９年 ９月 １日入会）  紹介者 （株）保険パートナー 齋藤 健太郎 様 

 

（副委員長 野村 順一） 
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委員会報告 part.2  

編集後記 
いよいよ９月も終わりに近づき、今年度も折り返しとなりました。業務内容もたくさんやる 

ことが多く、あくせくしている毎日です。そんな中、お客さんから『人生、楽しんだもの勝 

ちやぞ、俺みたいに病気になってやることに制限されると後悔するぞ。』と言われたのが、 

私の心になんとなく残る言葉でした。 

そんなんで今年度に入り、心身ともに健康第一と考え、ゴルフをする日を増やしました。 

しかし、仕事や家庭にも迷惑がかからない程度にやらないと、違う意味で後悔することにな 

りそうです・・・ 

          （保険相談オフィス 熊崎 眞吾） 
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